
 

 別紙 ６  

環境規制課 

平成 23度自動車騒音の測定結果について 

 

自動車騒音による生活環境への影響を把握するため、騒音規制法第 18 条の規定により、

道路に面する地域での環境基準の達成状況を調査することとなっている。また、環境基準の

達成状況については、道路に面する地域を対象とし、住居等のうち環境基準を達成した戸数

及びその割合から評価される（以下、「面的評価」という。）。 

本市は、平成 14年度より道路端から 50メートルまでの地域を対象に面的評価を行ってお

り、平成 16年度からは、市全域を統一的に評価するため、5年に分けて、市全域の幹線道路

を計画的に調査してきている。 

平成 23年度は計画に基づき、52地点（定点 14地点（図－1）及び準定点 38地点（図－2））

において調査し、対象地域の面的評価を行った。 

また、5 ヵ年度分の調査結果（平成 19年度～平成 23年度分）より、市全域の面的評価を

行った。 

その結果は以下のとおりである。 

 

１．平成 23年度（単年度分）調査による面的評価結果（表１、表２） 

（１）面的評価結果（全体） 

調査路線の沿線に立地する住居等（13,408戸）を対象に面的評価を行った結果、昼間（6

時～22時）及び夜間（22時～6時）とも環境基準値以下であったのは 11,852 戸（88.4％）、

昼間のみ基準値以下であったのは 492戸(3.7%)、夜間のみ基準値以下は 129 戸（1.0％）、昼

夜間とも基準値を超過したのは 935戸(7.0%)であった。 

（２）面的評価結果（道路種別） 

道路の種類別にみると、昼夜間とも環境基準値以下であったのは、4車線以上の市町村道

に面する地域が 1,720 戸中 1,673 戸（97.3%）で割合が最も高く、次いで都道府県道に面す

る地域が 3,718 戸中 3,434 戸（92.4%）、高速自動車国道に面する地域が 682 戸中 596 戸

（87.4%）、一般国道に面する地域が 4,662戸中 3,957戸（84.9%）、その他の道路に面する地

域が 2,663戸中 2,216 戸（83.2%）であった。 

 

２．５ヵ年度分（平成 19年度～平成 23年度）の調査による面的評価結果（表３） 

（１）面的評価結果（全体） 

平成 19 年度から 5 ヵ年度分の調査結果を用いて、市全域を対象に行った面的評価では、

評価対象 51,637 戸のうち昼間及び夜間とも環境基準値以下であったのは 45,923 戸

（88.9％）、昼間のみ基準値以下であったのは 1,894 戸(3.7％)、夜間のみ基準値以下は 399

戸（0.8％）、昼夜間とも基準値を超過したのは 3,421戸(6.6％)であった。 

（２）昨年度評価結果との比較 

今年度は、昨年度の面的評価結果（平成 18年～平成 22年度）と比べると、昼間のみ基準

値以下の割合が減り、昼夜とも基準値以下の割合及び昼夜とも基準値を超過している割合が

増加した。 

 

今後も自動車騒音低減のため、各種施策を講じていく。 

 

これら結果の詳細については、千葉市 HP（サウンドマップ）にて公表する。 



 

 

環 境 基 準 の 達 成 状 況 

表１ 市全域の面的評価結果（平成２３年度分） 

 

面的評価結果（全体） 面的評価結果（近接空間） 面的評価結果（非近接空間） 
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戸 13,408 11,852 492 129 935 3,793 3,040 376 0 377 9,615 8,812 116 129 558 

％  88.4 3.7 1.0 7.0  80.1 9.9 0.0 9.9  91.6 1.2 1.3 5.8 

 

表２ 道路種別の面的評価結果表(平成２３年度分) 

 

面的評価結果（全体） 面的評価結果（近接空間） 面的評価結果（非近接空間） 
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イ 
戸 682 596 2 78 6 150 148 2 0 0 532 448 0 78 6 

％  87.4 0.3 11.4 0.9  98.7 1.3 0.0 0.0  84.2 0.0 14.7 1.1 

ロ 
戸 4,662 3,957 398 24 283 1,646 1,134 350 0 162 3,016 2,823 48 24 121 

％  84.9 8.5 0.5 6.1  68.9 21.3 0.0 9.8  93.6 1.6 0.8 4.0 

ハ 
戸 3,718 3,434 41 1 242 1,357 1,124 17 0 216 2,361 2,310 24 1 26 

％  92.4 1.1 0.03 6.5  82.8 1.3 0.0 15.9  97.8 1.0 0.04 1.1 

ニ 
戸 1,720 1,673 10 1 36 662 647 10 0 5 1,058 1,026 0 1 31 

％  97.3 0.6 0.1 2.1  97.7 1.5 0.0 0.8  97.0 0.0 0.1 2.9 

ホ 
戸 2,663 2,216 44 25 378      2,663 2,216 44 25 378 

％  83.2 1.7 0.9 14.2       83.2 1.7 0.9 14.2 
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戸 13,445 11,876 495 129 945 3,815 3,053 379 0 383 9,630 8,823 116 129 562 

％  88.3 3.7 1.0 7.0  80.0 9.9 0.0 10.0  91.6 1.2 1.3 5.8 

道路種別 イ：高速自動車国道 ロ：一般国道 ハ：都道府県道 二：４車線以上の市町村道 ホ：その他の道路 

※全域面的評価結果と道路種別面的評価で評価戸数の合計戸数が異なるのは、道路種別の評価において複数の道路 

から評価を受ける住居を重複集計しているためである。 

※幹線交通を担う道路での環境基準値は、近接空間と近接空間以外とで異なる（資料参照）。 

 

表３ 市全域の面的評価結果（5カ年度分） 
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H18 

～

H22 

戸 51,658 45,863 2,088 389 3,318 17,787 15,097 1,574 12 1,104 33,871 30,766 514 377 2,214 

％  88.8 4.0 0.8 6.4  84.9 8.8 0.1 6.2  90.8 1.5 1.1 6.5 

H19 

～

H23 

戸 51,637 45,923 1,894 399 3,421 17,782 15,178 1,334 13 1,257 33,855 30,745 560 386 2,164 

％  88.9 3.7 0.8 6.6  85.4 7.5 0.1 7.1  90.8 1.7 1.1 6.4 

 

 



 

図 1 自動車騒音常時監視定点調査地点

 

 



 

図 2 自動車騒音常時監視準定点調査地点 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（参考資料） 
 

○ 道路からの影響を受ける地域の環境基準 
 

  １）道路に面する地域の環境基準 

 

地域の区分 
基準値 

昼間 夜間 

Ａ地域のうち 2 車線以上の車線を有する道路

に面する地域 
60デシベル以下 55デシベル以下 

Ｂ地域のうち 2 車線以上の車線を有する道路

に面する地域及びＣ地域のうち車線を有する

道路に面する地域 

65デシベル以下 60デシベル以下 

備考１．時間の区分は、昼間を午前 6時から午後 10時までの間とし、夜間を午後 10時から翌日の午前 6時までの間とする。 

  ２．Ａを当てはめる地域は、専ら住居の用に供される地域とする。 

  ３．Ｂを当てはめる地域は、主として住居の用に供される地域とする。 

  ４．Ｃを当てはめる地域は、相当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される地域とする。 

  ５．車線とは、１縦列の自動車が安全かつ円滑に走行するために必要な一定の幅員を有する帯状の車道部分をいう。 

 

  ２）幹線交通を担う道路に近接する空間の環境基準 

 

基準値 

昼間 夜間 

70デシベル以下 65デシベル以下 

備考： 個別の住居等において騒音の影響を受けやすい面の窓を主として閉めた生活が営まれている

と認められるときは、屋内へ透過する騒音に係る基準（昼間にあっては 45デシベル以下、夜間

にあっては 40デシベル以下）によることができる。 

 

【幹線交通を担う道路】 

① 道路法第 3条に規定する高速自動車国道、一般国道、都道府県及び市町村道（市町村道にあっては 4車線以上の区間に限る。） 

② 前項に掲げる道路を除くほか、一般自動車道であって都市計画法施行規則第 7条第 1項第 1号に定める自動車専用道路 

 

【近接空間】 

幹線交通を担う道路に近接する空間(告示)。幹線交通を担う道路の車線数の区分に応じ、道路端から以下に示す距離の範囲をい

う。 

①2車線以下の車線を有する幹線交通を担う道路 ：15メートル 

②2車線を超える車線を有する幹線交通を担う道路：20メートル 

 

【非近接空間】 

50メートルの評価範囲のうち近接空間以外の区域 

 

 

○ 幹線交通を担う道路に近接する空間の概念図 
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